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関西外国語大学留学生別科 日本語教育論集 21 号 2011  

 

日本語教科書での終助詞「よね」の扱いに関する一考察 

 

西郷英樹 

 

要旨 

 終助詞「ね」及び「よ」は日本語教育の文法項目として広く認知されているが、そ

の複合体である「よね」の日本語教科書での扱いは不十分で、改善の余地が大いにあ

ると言える。本稿ではまず日本語教科書の中での「よね」の扱いに関する調査結果を

報告し、後半で「よね」の意味機能が説明されない現状、言いかえれば、「よね」が

文法項目として扱われない現状がどのような理由に起因しているのか思索した。 

【キーワード】 日本語教育 日本語教科書 終助詞 「よね 」 「ね」 「よ」  

 

1. はじめに 

 日本語教育に携わっていると、日常での日本語使用に敏感になってしまうのは一種

の職業病と言えるだろう。筆者も自分が発した言葉も含め、耳に入ってくる日本語で、

「あ、この表現はよく使われているのに、日本語教育で教えられていないな。」「あ、

この言い回しも学習者が知っていたら便利だな。」などしばしば独り言ならぬ、独り

思いをしている一人である。その中でも筆者がかなり前から気になっていたものに文

末に現れる「よね」がある。「よね」は性別、年代を問わず幅広く用いられているに

も関わらず、日本語教育で文法項目として取り上げられてこなかった。「よね」は、

その構成要素である「よ」や「ね」のように、なぜ日本語教育、より正確に言えば、

日本語教科書での文法項目としての地位を確立できないのか。日本語教師としてのこ

の素朴な疑問が本稿を書く動機となった。 

 

2. 日本語教科書の中の「よね」 

 本項では日本語教科書の中で「よね」がどのように扱われているかを調査すること

を目的とする。なお、調査は日本語教科書をレベル別（初級・中級・中上級以上）に
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分け、実施した。 

 

2.1 初級日本語教科書 

 表１は今回調査した初級日本語教科書とその調査結果をまとめたものである。 

 
 

表 1. 初級日本語教科書の中の「よね」 
 

教科書名 使用回数 意味機能 

『初級日本語』（全 2 巻） 0 × 

『初級日本語げんき』（全 2 巻） 0 × 

『新文化初級日本語』（全 2 巻） 0 × 

『大地』（全 2 巻） 1 × 

『みんなの日本語』（全 3 巻） 0 × 

『A Course in Modern Japanese』（全 2 巻） 2 × 

『J.Bridge for Beginners』（全 2 巻） 8 × 

『Japanese for Busy People』（全 3 巻） 3 ○ 

『Situational Functional Japanese』（全 3 巻） 8 △ 
 
 
 

表１から分かるように、今回調査した日本語教科書９書の内、「よね」が一度も使用

されていないものは、４書（『初級日本語』『初級日本語げんき』『新文化初級日本語』

『みんなの日本語』）あった。 

 次に、「よね」の意味機能に関する説明はないが、教科書の会話例の中に「よね」

が複数回用いられているものに『大地』『A Course in Modern Japanese』『J.Bridge for 

Beginners』があった（それぞれの教科書の「よね」使用例は図１から図３を参照）。 
  
 
  
 
 

 
  

図 1.『大地』Vol.2（71 頁） 
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図 2.『A Course in Modern Japanese』Vol.2（165 頁） 

 
 

 

図 3. 『J-Bridge for Beginners』Vol.2（65 頁） 

  
 

また『J.Bridge for Beginners』では会話例だけではなく、文法の選択問題の中の２

箇所に「よね」が用いられている（図４参照）。 
  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
   

図 4.『J.Bridge for Beginners』Vol.2（212 頁） 

 
 

同書は後述の『Situational Functional Japanese』と共に今回調査した初級教科書

の中でも「よね」の使用回数が８回と最も多い。これは他の初級教科書での「よね」

の使用回数が少ない中、自然な終助詞使用の提示をより意識しているように思える。 
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 『J.Bridge for Beginners』と同様、「よね」の使用が多い『Situational Functional 

Japanese』（以下、SFJ）は会話の中の発話例「BASIC わかるよね。」を聞き手の能力の

有無を尋ねる方略として再度取り上げている（図５参照）。 
 
 
  

 

 

 
 
 
 

図 5.『Situational Functional Japanese』Vol.3 Drills（199-200 頁） 
  
 

このように「よね」の使用に焦点を当てた教科書は初級レベルでは同書だけであり、

この点で、同書が「よね」の使い方に一歩踏み込んでいると評価できる。しかしなが

ら、これは「（名詞）、わかるよね？」の使い方であり、「よね」自体の意味機能では

ない。さらに学習者の立場に立てば、「よね」が聞き手から同意を求める働きを持つ

と教えられる「ね」に替わった「（名詞）、わかるね？」との違いも分からないだろう。 

同書では「よね」が最終課（24 課）の会話例に再出しており、同課の Conversation 

Notes「How to support someone’s view」の項で、「ね」及び「よね」が相手の考えに

賛成を表明する発話例の一部として用いられている（図６参照）。 
      

 

図 6.『Situational Functional Japanese』Vol.3 Notes（228 頁） 
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またこの練習も用意されており（図７参照）、相手の発話命題を繰り返し、それに「よ

ね」を付加し賛成を表明するというドリル練習になっている。 

 

 
 

図 7.『Situational Functional Japanese』Vol.3 Drills（178 頁） 

 

筆者が知る限り、この練習は初級日本語教科書で「よね」を用いた唯一の練習である。

しかし、「よね」の意味機能についての説明はなく、賛成を表明する際に用いられる

「ね」と「よね」との意味機能の違いについて言及されていない。「遠いね。」と「遠

いよね。」の間には一体どのような違いがあるのか知りたいと思うのが学習者の気持

ちではなかろうか。 

『Japanese for Busy People』（以下、JFBP）では会話例中に「よね」が３箇所用

いられている（使用例は図８を参照）。 
  

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 8.『Japanese for Busy People III』(21-22 頁) 

 
 

同書は今回調査した日本語教科書の中で唯一「よね」の意味機能に言及しており、「よ
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ね」が初出した課（第３巻第６課）の会話の注で「よね is an ending used in spoken 

Japanese to ask someone for confirmation about a statement one has made.」(102

頁)と説明されている。しかしながら、同書第１巻での「ね」の説明では「The particle

ね comes at the end of a sentence or phrase and, like “isn’t it?” in English, 

seeks confirmation and agreement from the other person. It is spoken with rising 

intonation.」（50 頁）とあり、確認する場合の「ね」「よね」の意味機能の違いが明

確に示されておらず、提示された説明だけで学習者が「よね」の意味機能を理解する

ことはかなり難しいだろう。 

以上の調査結果から、今回調べた初級日本語教科書の約半数（９書中５書）で「よ

ね」が用いられていることが分かった。また「よね」が用いられている教科書間でも

使用回数が８回のものが２書、残り３書は３回以下と「よね」を積極的に取りいれて

いるものとそうでないものとの差も比較的大きいことも分かった。 

意味機能に関しては、JFBP 以外「よね」の意味機能に触れているものは皆無で、そ

の JFBP の説明も「ね」との違いにおいて学習者が理解できるものとは言い難いこと

が分かった。最後に、「よね」の練習に関しては、SFJ 以外の教科書では取り入れられ

ておらず、SFJ の問題も「よね」自体の運用能力を伸ばす練習・活動ではなかった。 

 

2.2 中級日本語教科書 

表２は調査した中級日本語教科書とその結果をまとめたものである。 

 
 

表 2. 中級日本語教科書の中の「よね」 
 

教科書名 使用回数 意味機能 

『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』 6 × 

『会話のにほんご』 5 × 

『新日本語の中級』 8 × 

『上級へのとびら』 11 × 

『なめらか日本語会話』 7 × 

『ニューアプローチ中級日本語』 5 × 

『文化中級日本語』（全 2 巻） 4 × 

『わかって使える日本語』 0 × 

『Intermediate Japanese』 6 × 

『J.Bridge to Intermediate Japanese』 2(1) × 

 

上の表から分かるように、今回調べた中級日本語教科書は『わかって使える日本語』
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以外、全ての教科書に「よね」が用いられていた。初級日本語教科書と比較すると、

到達目標が自然な日本語の習得に移行する傾向の強い中級レベルで「よね」を使用す

る教科書の割合が高くなるという調査結果は調査前からある程度予想できるもので

あった。「よね」が使用された箇所に関しては、初級日本語教科書と同様、大半が会

話文であった（使用例は図９及び図 10 を参照）。 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

図 9. 『上級へのとびら』（164 頁） 
     

 

 

 

 

 

    

図 10.『会話のにほんご』(62 頁) 
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また中級教科書では、会話文の中だけではなく、練習問題（タスクシート-図 11 参照、

組み合わせ問題-図 12 参照、文完成問題-図 13 参照、代入ドリル-図 14 参照、選択問

題-図 15 参照）の中に広く用いられていることが分かった。 
 
 
  
 
  
 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

図 11.『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』(9 頁) 

 
 

 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12.『なめらか日本語会話』(83 頁) 
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図 13.『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』(110 頁) 

 
 

 
 

図 14.『新日本語の中級』(178 頁) 
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図 15.『なめらか日本語会話』(85 頁) 

 
 

この「よね」の使用箇所の多様性は中級教科書の練習問題の多様性とも関連している

と考えられるが、それに加え、前述した様に基礎文法力の獲得を主な目的とする初級

レベルからより自然な日本語の学習・習得への移行としての位置づけが強い中級レベ

ルの性格を反映しているとも言えるかもしれない。しかしながら、「よね」の使用回

数に限って言えば、10 回を超える教科書は『上級へのとびら』のみで、５回以下のも

のも９書中４書もあり、初級日本語での「よね」の使用回数からの飛躍的な伸びは見

られなかった。 

また意味機能を説明している中級教科書はなく、「よね」の習得を目的とした練習

問題を取り入れたものもなかった。つまり「よね」は（現場の教師が「よね」の意味

機能を教えなければ、）初級及び中級教科書でその意味機能が提示されないまま、会

話文や練習問題で用いられていることになる。 

 

2.3 中上級以上の教科書 

 中級までの教科書とは異なり、上級レベルになると、教科書の構成は読解問題を中

心としたもの(2)、またはビジネス日本語、アカデミック・ジャパニーズ、介護の日本

語など専門的な分野での日本語学習を目的とするものが多くなり、中級レベルまでの

ように日常生活で起こりえる会話例を提示し、その中の文法表現を練習する形式を取

ったものは非常に数少ない。そのため、本調査では会話例を多く取り入れている上級

教科書『日本語超級話者へのかけはし』に加え、中級と上級の中間レベルであるいわ

ゆる中上級レベルの教科書の中から会話例を積極的に取り入れている３書も調査対
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象とし、「よね」の使用状況を調べた。表３はその調査結果である。 
 

表 3. 中上級日本語教科書の中の「よね」 

教科書名 使用回数 意味機能 

『日本語超級話者へのかけはし』 13 × 

『日本語を話そう』 16 × 

『ニューアプローチ中上級日本語』 20 × 

『ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話』 12 × 
 
 

上の表を見て分かるように、調査した教科書４書全てに 10 回以上の「よね」の使用

が見られた。しかしながら、初級及び中級教科書と同様、「よね」の意味機能には全

く触れられていないことが分かった。４書の調査結果は以下の通りである。 

 『日本語を話そう』では会話例の中で全ての「よね」の使用が見られた（使用例は

図 16 参照）。 
 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

図 16.『日本語で遊ぼう』(72 頁) 

 

同書は文法表現についての説明が一切なく、各課の会話の内容を基にした「考える」

「話す」「調べる」「見る」という練習・タスクで構成されている。中上級から上級に

かけての教科書の典型的な構成は、各課の読み物とそれに関する複数の設問・タスク

というものであるが、同書は読み物の代わりに会話（会話形式の読み物）が用いられ

ていると考えてよいだろう。そのため、「よね」の使用も多くみられたが、「よね」の

意味機能の説明、また「よね」を用いた練習問題はなかった。 

『ニューアプローチ中上級日本語』では、「確認する」「後悔する」「応える」「苦情・

文句を言う」という４種類の表現の一部として「よね」が用いられている。以下、順

にその内容を述べていく。「確認する」（図 17）の表現では、①（「指示の内容を確認

する」）の１番の文ではノダ文と「ね」の組み合わせ（「～んですね」）が、そして２
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番の文ではノダ文と「よね」の組み合わせ（「～んですよね」）がそれぞれ提示されて

おり、括弧で両者の意味の違いを説明している。前者の「～んですね」が繰り返しに

よる確認を表し、後者の「～んですよね」が多少疑問が入っている確認を表すとして

いる。これは「ね」文と「よね」文の純粋な意味機能の違いではないが、「ね」と「よ

ね」が付加されたノダ文の意味機能の違いを明示している（この説明の適切さに関し

ては、本稿の目的外なので他の機会に譲ることとする）。しかし、①の３番の文、ま

た②の１番の文に関しては「ね」もしくは「よね」が用いられたときの意味機能の違

いについては全く触れられていない。 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 17.『ニューアプローチ中上級日本語』(159 頁) 
        

「後悔する」（図 18 参照）では、４番の文である「～のが間違いだったんです（よね）。」

の表現で「よね」が括弧でくくられ用いられているが、「よね」の有無でどのような

意味機能の差異があるか説明されていない。 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

図 18.『ニューアプローチ中上級日本語』(202 頁) 
   

「応える」（図 19 参照）でも「よね」が①の２番及び３番の表現に用いられている
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が、「よね」に関する説明はない。また、前ページで見た「後悔する」の４番目の「よ

ね」の使用が話者に委ねられていたが、これら２つの文の「よね」は括弧で括られて

おらず、「よね」の使用が求められている。では、どのような場合に「よね」が省略

ができるのか、またはできないのか、この点に関しての説明もない。 
 

 

 

 
 
 

図 19.『ニューアプローチ中上級日本語』(203 頁) 
 

「苦情・文句を言う」（図 20 参照）では、２番目の表現に「～と困るんですよ（ね）」 

とあり、「ね」が省略可能になっている。つまり、「よ」文の「～と困るんですよ。」

を使うか「よね」文の「～と困るんですよね。」を使うかは聞き手に委ねられている

わけである。しかしながら、この場合、「よ」文と「よね」文で意味機能にどのよう

な違いが生まれるのかに関する説明はなされていない。 
 
 

 
         

図 20.『ニューアプローチ中上級日本語』(77 頁) 
    

『ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話』では「よね」が 12 回用いら

れていたが、そのうちの７回が「勘違い」という単元の中のひとつの練習問題に集中

している（次ページ図 21 参照）。この中で発話者Ａの文末に「よね」が用いられてい

るが、ここでの「よね」の意味機能は確認であろうと推察できる。しかしながら、こ

こでも「よね」に関する説明はなく、一般的に同意や確認を要求すると説明されてい

る「ね」との違いにも触れられていない。 

上級レベルの日本語教科書である『日本語超級話者へのかけはし』(3)では、「よね」

が 13 回用いられており、その大半は会話例の中での使用である（使用例は図 22 を参

照）。また同書では同感を表す相づち（「ほんとだよね」「そうだよね」）の一部として

「よね」が用いられている（図 23 参照）。しかし、「よね」の意味機能の説明はなく、

また「よね」の代わりに「ね」が用いられた表現「ほんとだね」「そうだね」との違

いも分からない。 
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図 21.『ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話』(35 頁) 
                                                                   

 

 
図 22.『日本語超級話者へのかけはし』(48 頁) 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23.『日本語超級話者へのかけはし』(47 頁) 
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以上、中上級以上の教科書における「よね」の扱い方を考察したが、初級から中級、

中級から中上級以上へと日本語のレベルが上がるに連れ、「よね」の使用頻度も高く

なっている傾向が見られた。繰り返しになるが、より高い日本語レベルの教科書では

自然な日本語の提示が必然的に多くなることを考えればこのような傾向は当然だと

言えよう。また教科書作成者の観点から考えれば、使用できる文法表現や語彙などを

コントロールしなくてはいけないという意識が日本語のレベルが上がるにつれて低

くなることも大きく作用していると言えるかもしれない。 

また中上級以上の教科書では「よね」の使用頻度での変化だけではなく、「よね」

がどのように扱われているかという質の面でも変化が見られた。つまり中級までの教

科書に比べると、本調査で扱った中上級以上の教科書では「よね」がどのような意味

機能を持つ発話と共起するかより明確に打ち出されている印象を受ける。言いかえれ

ば、中級レベルまでは「よね」は読んで、または聞いて分かればいいという認識レベ

ルの言語要素としてとらえられていた感が強かったが、中上級以上の教科書になると

「よね」の産出を促すような提示の仕方になっているように感じる。しかしながら、

初級・中級日本語教科書同様、その意味機能には言及しておらず、学習者が最も知り

たい点であろう「よ」または「ね」との違いについて説明をしている教科書は皆無で

あった。 

 

3.「よね」の意味機能が説明されない理由 

 日本語のレベルを問わず教科書に使用されているにも関わらず、「よね」はなぜ日

本語教育の中でその意味機能が説明されないのだろうか。言いかえれば、「よね」は

なぜ「ね」や「よ」のように文法項目として扱われないのだろうか。少なくとも次の

４つの理由が考えられるだろう。 
 

a.「ね」及び「よ」よりも「よね」は使用頻度が低いと考えられている。 

b.「よね」の意味機能は既に文法項目になっている「よ」の「ね」の意味機能の複合

体である。 

c.「よね」の意味機能がよく分かっていない。 

d. 教科書で「よね」を扱ってこなかった慣習が踏襲されている。 
 

以下、それぞれの理由について考察していく。 
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3.1 使用頻度 

 「よね」は文法項目として扱われている「ね」及び「よ」よりも使用頻度が低いの

だろうか。この点を調査するため、会話コーパスを分析した。使用したコーパスはウ

ェブ上で一般公開されている「インタビュー形式による日本語会話データベース（編

集責任者上村隆一氏。通称「上村コーパス」）」である。なお、分析したデータは同コ

ーパスの一部である国際基督教大学のインタビュー実験データ（母語話者 40 人分）

である。表４はその実験データ中に現れた「ね」「よ」「よね」の使用回数である。 
  

表 4. インタービュー中の「よね」「よ」「ね」の使用回数比較 

  「よね」 「よ」 「ね」 

名前 性別 合計 被質問者 質問者 合計 被質問者 質問者 合計 被質問者 質問者 

MA F 12 2 10 2 0 2 48 9 39 

TA M 5 2 3 2 2 0 41 12 29 

TA F 16 7 9 0 0 0 47 20 27 

WA F 4 2 2 1 0 1 35 7 28 

YI F 7 2 5 0 0 0 16 5 11 

YI M 4 1 3 13 12 1 53 28 25 

CI F 11 8 3 5 3 2 40 21 19 

KN M 9 7 2 2 1 1 24 18 6 

KO F 4 3 1 13 13 0 22 15 7 

MO M 0 0 0 0 0 0 48 37 11 

NO F 1 1 0 0 0 0 20 17 3 

TO1 M 8 6 2 1 1 0 25 18 7 

TO2 M 12 6 6 25 23 2 68 35 33 

IO F 4 2 2 0 0 0 14 13 1 

KI F 6 2 4 0 0 0 49 25 24 

NK F 6 3 3 0 0 0 56 26 30 

SK M 10 7 3 6 6 0 52 42 10 

MK F 7 2 5 0 0 0 20 14 6 

YS F 4 2 2 1 1 0 35 23 12 

KJ F 1 0 1 0 0 0 23 19 4 

CJ F 6 3 3 0 0 0 18 14 4 

TS1 F 12 7 5 0 0 0 18 9 9 

TS2 F 3 1 2 0 0 0 33 10 23 

TS M 0 0 0 0 0 0 47 39 8 

IT F 1 0 1 1 1 0 31 23 8 

MT F 6 2 4 0 0 0 22 9 13 

RT M 8 5 3 0 0 0 6 2 4 

KN M 11 4 7 0 0 0 93 50 43 

TN F 2 2 0 0 0 0 31 25 6 

MN F 3 0 3 1 1 0 32 28 4 

TN F 6 2 4 7 7 0 44 24 20 

YN F 5 1 4 0 0 0 29 10 19 

NF M 10 1 9 1 0 1 69 31 38 

MF F 6 0 6 0 0 0 69 40 17 

FH F 3 1 2 0 0 0 57 26 19 

YM F 3 3 0 0 0 0 45 23 1 

AM F 9 3 6 0 0 0 24 34 25 

RY M 2 1 1 7 7 0 59 29 8 

YY F 10 3 7 0 0 0 44 24 20 

MY F 2 0 2 0 0 0 13 4 9 

合計 239 104 135 88 78 10 1488 858 630 
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表４を見て分かるように、インタビュー中の被質問者及び質問者 80 人の発話中に

現れた「よね」「よ」「ね」の使用回数の合計は、「よね」が 239 回、「よ」が 88 回、「ね」

が 1488 回(4)であった。この結果から、「よね」の使用回数は、使用回数が非常に高か

った「ね」には劣るものの、「よ」の約 2.7 倍も用いられていることが分かった。ま

た、被質問者・質問者別に見ても、被質問者の「よね」の使用回数の合計が 104 回と、

「よ」の使用回数 78 回を上回っている。また質問者の「よね」の使用回数の合計が

が 135 回、「よ」の使用回数の合計が 10 回と圧倒的に「よね」の使用回数が多いこと

が分かる。個人別の「よね」「よ」の使用回数を比較すると、被質問者では８割が「よ

ね」を「よ」よりも多用しており、また質問者では全員が「よね」を「よ」よりも多

く用いていることが分かった。今回の調査と同じような結果が野田(1993)にも見られ

る。野田はＮＨＫ「おはよう日本」の放送中に行われたインタビューへの返答にどの

ような文末が用いられたか調べ、調査結果として、文の総数 970 のうち、終助詞なし

が 477 文（49.2％）、「ね」が 319(32.9)、「よ」が 81(8.4)、「よね」が 93(9.6)であっ

たと報告している。 

Saigo(2011)が指摘しているように「ね」「よ」「よね」の使用頻度は会話の活動の

型（Levinson 1979）によって異なってくると考えるとすれば、今回調べられたインタ

ビューとしての対話の型以外（相談、説得、報告など）では３つの終助詞の使用頻度

が今回の結果と異なることはある程度予想できる。(5) しかしながら、ここで重要なの

は日本語文法項目として広く認知されている「よ」よりも「よね」の使用頻度が高い

対話形式が少なくともひとつは存在しているという事実である。さらに、インタビュ

ーの活動の型は主として「質問」と「応答」という隣接ペア（やり取り）で構成され

ているが、この構成要素はインタビューだけではなく、様々な対話の型に幅広く見ら

れるものである。このことから「よね」の使用が「よ」よりも多く見られたという今

回の調査結果がインタビューだけに現れる特有の現象であることは非常に考えにく

いと言えるかもしれない。この点については質的分析でさらなる調査が必要であろう。 

 

3.2 「よ」と「ね」の複合形 

「よね」は既に学習項目になっている「よ」と「ね」の結合体であるから、「よね」

の意味機能も「よ」と「ね」が組み合わさったものである。それゆえに「よね」を改

めて文法項目として取り上げる必要性はない。このような考えも「よね」がこれまで

文法項目として取り上げられてこなかった背景にはあるのではないかと考える。この
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考え方は一見論理的で説得力のあるものに思える。しかしながら、現行の日本語教科

書で用いられている「よ」及び「ね」の説明で、「よね」の意味機能を類推するのは

非常に無理があると言わざるを得ない。「ね」及び「よ」が導入される初級レベルで

の日本語教科書では一般的に次の二通りの説明がされている。まず、話し手が知って

いる情報を聞き手が保持していない場合は「よ」、聞き手も保持している場合は「ね」

を用いるという情報の有無という観点からの説明である。二つ目に、聞き手と話し手

が保持している情報（意見や考えを含む）が一致している場合は「ね」、そうでない

場合は「よ」を用いるという情報の一致・不一致という観点からの説明である。しか

し、このように「ね」と「よ」が相反する意味機能を持っていることを示唆する説明

では、その結合体である「よね」の意味機能を類推するのは非常に困難であると言わ

ざるを得ない。 

 この結合体での説明が抱える矛盾を解く考え方の一つとして、「よ」が付加された

命題が「ね」のスコープ内に収まるという考え方がある。基本的に筆者もこの考えに

賛成だ（Saigo 2011）が、現行の教科書でなされているような「よ」及び「ね」の説

明だとこの考え方にも無理がある。一例として、最も幅広く使用されている初級日本

語教科書『みんなの日本語』の「ね」と「よ」の説明を用いて考えてみる（次ページ

の図 24 及び 25 参照）。図 25 に見られる「よ」の意味機能（“to emphasize information 

which is listener does not know, or show that you are giving your judgement or 

views assertively”)を図 24 での説明にある「ね」の意味機能（“shows the speaker’s 

sympathy or the speaker’s expectation that the listener will agree”）のスコ

ープに落とし込むと、「よね」は二通りの意味機能を持つ可能性が出てくる。初めに

考えられる「よね」の説明として「当該の情報が聞き手の知らないことであるという

ことを強調することに同意を求める」というものである。この意味機能が正しければ、

例えば話し手の誕生日を明らかに知らない聞き手に、「俺の誕生日は明日だよね。」と

いう発話も正しいということになってしまうが、この文脈でのこの発話は明らかにお

かしい。考えられる２つ目の説明として、「話し手が当該命題である自分の考えや判

断を断定的に述べることに聞き手から同意を求める」という説明が考えられる。これ

と同じような説明は『A Dictionary of Basic Japanese Grammar』（牧野・筒井 1986）

でもなされている（図 26 参照）。 
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図 24.『みんなの日本語 初級Ｉ翻訳・文法解説英語版』(41 頁) 
      

 
 

図 25.『みんなの日本語 初級Ｉ翻訳・文法解説英語版』(35 頁) 
 
  
 

 

図 26. 『A Dictionary of Basic Japanese Grammar』(288 頁) 

 

この参考書の説明は厳密に言えば、「よ」自体の意味機能は「ね」のスコープ内に入

っておらず(6)、「話し手が断定的に述べる自分の考えや判断内容に聞き手から同意を求

める」という意味になる。このスコープ問題の議論は他の機会に譲るとして、ここで

問題となるのは「断定的」「断定する」などを用いた「よ」の説明である。話者が命

題をわざわざ「断定する」ことを聞き手に知らせる目的は何なのだろうか。この点が

明らかにならなければ、「よね」文と「ね」文との違いが明確に示すことができず、

学習者にとってはあまり意味のなさないものになってしまうのではないだろうか。
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「駅前のラーメン屋はおいしいね。」という発話と話し手の命題に対する断定度が高

いとする「駅前のラーメン屋はおいしいよね。」を使い分ける動機は何なのだろうか。

余談だが、『みいつけた！』というＮＨＫ教育テレビ番組でオフロスキーという男の

キャラクターが登場するコーナーがある。このコーナーはオフロスキーが鼻歌を歌い

ながらバスタブに入っているシーンから始まるのだが、鼻歌をやめ、カメラの方を向

き、「呼んだ？呼んだよね。」という決まり台詞を言い、バスタブから出て、毎回様々

な遊びを行うというものだ（写真 1 参照）。 
 

写真 1. NHK 教育テレビ番組『みいつけた！』のオフロスキー 

 
 

かりにオフロスキーが「呼んだよね。」ではなく、「呼んだね。」と言ってバスタブか

ら出てきたとしたら、この発話に日本語母語話者はなにかしらの違和感を持つに違い

ない。この違和感を引き起こす「ね」と「よね」の間にどんな意味機能の違いがある

のか分かりやすく学習者に説明することが日本語教育には求められているのではな

いだろうか。 

 

3.3 意味機能が分かっていない 

 「よね」の意味機能が未だよく分かっていないということも、日本語教科書でこの

終助詞が触れられていない理由のひとつであると考えられる。教科書だけでなく、文

法表現について詳しく解説されているはずの参考書でも「よね」について触れている

ものは非常に少なく(7)、また解説があるものでもその説明内容は満足いくものではな

い。『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』（庵他 2000）及び『中上級を

教える人のための日本語文法ハンドブック』（庵他 2001）では、「よね」が確認を表す

場合、「ね」とほぼ同じ意味であるとした上で、両者の違いは「よね」が自分の中で

明確でないこと（庵他 2001, 275）や自分の意見や記憶に不確かなところがある(庵他

2000, 168)という意味合いが出てくると説明されている。そして例文の一例として、
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「今日は暑いです」という命題と「ね」の組み合わせは正しいとされ、同命題と「よ

ね」の組み合わせには疑問符が付けられている（庵他 2000, 168）。しかしながら、「今

日は暑いですね。」という発話が現れるような文脈には現れないだろうが、「今日は暑

いですよね。」という文自体は文法的に間違ってはおらず、この発話のほうが「今日

は暑いですね。」よりしっくりくる文脈もあるはずである。また「よね」が「ね」よ

りも命題に対する確信度の低さを表すとする説明は先に見た『A Dictionary of Basic 

Japanese Grammar』での説明と明らかに相反するものであり、この点からも「よね」

の意味機能の説明が非常に難しいことを示してると言えよう。 

意味機能の説明の難しさは「よね」に限ったことではなく、その構成要素である「ね」

及び「よ」にも当てはまる。井上（2005, 90）は「ね」「よ」はコミュニケーションに

おける重要な言語要素であるのも関わらず文法説明が抽象的なものに終始している

と指摘し、学習者にとってより具体的な情報を提供すべきであると述べている。「ね」

及び「よ」の意味機能がよく分かっていない現状は「ね」及び「よ」の運用能力の習

得を目的とした練習問題を設けている教科書がほぼ皆無だということにも表れてい

ると言えるかもしれない。さらに言えば、「ね」及び「よ」の意味機能が問題となっ

ているのは、日本語教育の分野だけではなく、言語学（主として語用論）の分野にも

当てはまり、これら終助詞の意味機能はこの分野でも未だ包括的な説明がなされてい

ない（Kita and Ide 2007, 1246）。終助詞の意味機能を解明する難しさはこれら終助詞に

関する研究論文が毎年のように新しく出されていることにも表れている(8)。「ね」及び

「よ」の複合体だと考えられる「よね」に話を戻せば、研究自体もまだ少なく、今後

「ね」と「よ」の研究の発展とともに本格的になされていくのではないかと考える。 

 

3.4 慣習の踏襲 

スルダノヴィッチ他（2009）が指摘しているように、日本語教科書等で用いられて

いる文法項目の選択は教師や作成者の経験と直観に依拠する部分が多く必ずしも実

際の言語使用に関する科学的データを踏まえたものではない。また日本語教科書（特

に初級レベル）で扱われている文法項目は少なくともここ四半世紀ほとんど大きな変

化は見られず、また教科書間でも大きな差はない。本稿の考察対象である「よね」も

現在の初級文法項目の姿に落ち着く過程において採用に漏れそのまま注目もされな

い状態が現在まで続いているのではないかと考える。ではなぜ「よね」は“不採用”

になったのか。日本語学の影響もその一因となってはいないだろうか。野田（2005, 5-6）
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は日本語教育文法が日本語学から強い影響を受けてきたがために、体系主義という悪

影響も受けていると指摘している。その例として、文構造に関わっている「を」や「に」

など体系的にまとめやすい格助詞を重視する一方で、文構造及び文の命題に何ら影響

を与えない「ね」や「よ」などが軽視され、研究そのものが遅れていると述べている。

そして、日本語学への依存から抜け出し、日本語教育に必要な文法を取り入れていく

必要性を訴えている。日本語学の影響を強く受け、形作られてきた日本語教育文法で

野田が指摘した言語要素「ね」と「よ」の複合体である「よね」も体系的に整理しに

くい言語要素、つまり重要ではないものとして扱われ、その慣習がそのまま現在まで

続いていると考えてもよいのではないだろうか。しかし、砂川(2011)も指摘している

ようにここ数年日本語コーパスに基づく科学的な日本語研究も目覚ましい発展を遂

げてきている。その研究成果を基に現在の日本語教育文法と実際の言語使用との距離

が縮まっていくと期待できよう。 

 

4.今後の課題 

喫緊の課題として、「よね」の意味機能の解明が挙げられる。特に学習者が知りた

いのは「ね」及び「よ」との意味機能の違いであろう。この点で日本語教育に特化し

た、また学習者に分かりやすい「ね」及び「よ」の意味機能の見直しも必要な時期に

来ているのではないだろうか。 

また「よね」の導入レベルの検討も急がれる。この作業は既に文法項目になってい

る「ね」及び「よ」にも当てはまる。OPI(Oral Proficiency Interview)データの分

析結果から山内(2009, 37)は「ね」の習得は誤用を含め初級段階からの使用が見られ

るが、「よ」に関しては中級で習得し、上級になって使用できるようになっているの

ではないかと述べている。認識及び産出の観点からどのレベルで「よね」「ね」「よ」

を導入していくか検討することも今後の大きな課題のひとつになるであろう。 

 

 

注 

(1) 『J.Bridge』は初級教科書で「よね」が８回用いられているにも関わらず、中級教科書で

は２回しか用いられていない。これは、初級用が全２巻なのに対して、中級用が全１巻で

あること、また中級用は読解問題が中心になっていることが起因していると考えられる。 

(2) 例として、『テーマ別上級で学ぶ日本語』、『上級日本語』（東京外国語大学留学生センター

編）、『学ぼう！にほんご 上級』等を参照されたい。 
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(3) 『日本語超級話者へのかけはし』の姉妹版として中級レベルに相当する『日本語上級話者

への道』がある。今回本文で扱った日本語中級教科書は会話例が多用されているものに限

定したため同書には触れていないが、同書には 68 頁と 84 頁に「よね」が２回使用されて

いる。 

(4) 表内の「ね」の使用回数は文末に現れる「ね」だけを含み、間投助詞として機能する「ね」

は含まれていない。また、思考過程等を表す「そうですね」も慣用句化されていると考え、

使用回数には含まれていない。 

(5) 大曽(2005)で分析した 10 組の雑談データ（約６時間）中に現れた「ね」「よ」「よね」の

使用頻度数は順に、586 回、266 回、123 回であったと報告されている。 

(6) 「よ」の意味機能が「ね」のスコープ内に含まれないとすれば、「よ」及び「ね」が並列

的に命題に作用しているということになるが、この説明では「よね」が逆になった形「ね

よ」が現れない説明を他に求める必要性が出てくる。 

(7) 筆者が知る限り、「よね」の意味機能に言及している日本語教育関連の参考書は『A 

Dictionary of Basic Japanese Grammar』、『初級を教える人のための日本語文法ハンドブ

ック』、『中上級を教える人のための日本語文法ハンドブック』の３書のみである。 

(8) 冨樫純一氏の『現代日本語終助詞研究文献目録』参照（http://www.ic.daito.ac.jp/~ 

jtogashi/jfp/bibliography_on_jfp.html）。なお、「よ」及び「ね」に関する研究の動向

については福島他（2006）が詳しく論じている。 
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